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（家庭数配付）

安全に生活するために

記録的に短い梅雨が明け、猛暑が続いていますが学校にはいつも通りの元気な子ども
たちの声が響いています。子どもたちが一生懸命学び、目一杯遊んでいるのが、いつも
の学校の風景です。しかし、この「いつも」を突然崩してしまうのが「事件・事故」で
す。６月は「事件・事故」について、子どもたちや先生方に考えてもらう場面がたくさ
んありました。

６月の全校朝会では、「交通事故」について話をしました。
小学生が関わる交通事故は６月が一番多いことや実際にどんな
場面に注意したら良いかを話しました。また、交通事故では
被害に遭うばかりでなく、誰かを傷つけてしまう可能性がある
ことを伝え、７月からは自転車の保健が義務化されることを話
しました。さらに子どもたちの登下校の安全を守るために４月
からのスクールバス運行に加え、木下街道沿いのガードレール
が延長されました。行政の対応に感謝です。

また、２３日には印西警察署の協力で「不審者対応訓練」を実施し、刃物を持った不
審者が校舎内に侵入したときの対処方法を学びました。子どもたちは不審者が教室内に
入ってこないよう教室の出入り口を閉めて、声を出さずに気配を消す行動を完璧に行い
ました。職員は警察が到着するまで不審者を監視し、子どもたちに近づかないよう不審
者の行動を妨げることが大切だと教えていただきました。
また、不審者を見分けるための合い言葉「はちみつじまん」
を教えていただきました。はちみつじまんとは・・・・
は ；しつこくはなしかけてくる人。
ち ；ぐんぐんちかづいてくる人。
み ；じっとみつめてくる人。
つ ；後をいつまでもついてくる人。
じま；じっとまっている人。
ん ；こんな人に会ったら「ん」注意。 だそうです。
ただし、侵入した不審者を確実に取り押さえる方法はなく、
やはり「侵入させない。」が一番大切なことだと改めて感じま
した。門扉や入り口の施錠を心掛けていきます。

次に熱中症対策です。毎日のように熱中症で児童生徒が救
急搬送されたニュースを見聞きします。先日マチコミでお知
らせしたとおり、本校では通常体育の授業ではマスクを外し
てかまいませんし、熱中症指数が２５を越えた場合、全員マ
スクを外すよう指示します。さらに、指数２８を越えた場合
は、外遊びや体育を中止することがあります。また、学童か
ら新型のミストがプレゼントされ、早速２７日から使用して
います。ただ、臨機応変にマスクの着脱をすることが難しい
子どもも多く、さらに、長いコロナ禍の生活でマスクを外す
ことに抵抗を感じる子どももいます。学校でも十分注意をし
ていきますが、各ご家庭でも他人との距離が取れるときや会話をしないときにはマスク
を外すよう確認していただきたいと思います。

「いつも通りの生活」を守るためには、たくさんの人々の努力や協力が必要です。子
どもたちの安全を守るため、是非この努力と協力を惜しまず実行していきたいと思いま
す。暑い夏です。水の事故にも気をつけたいものです。
最後に２８日の「犯罪予告への対応」では、児童の送迎や見守りにご協力いただきあ

りがとうございました。不審者は現れずイタズラかと思われますが、人を困らせたり不
安にさせたりして喜ぶ行為は絶対に許せません。二度と起こらないことを願います。
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